
広報まえばし　平成23年４月１日号 89

　第６次総合計画の主要６分野で重点的に取り組む事業を紹介します。（○は新規事業）

平成23年度予算の６つの柱

　住みやすく、暮らしやすい、安全で安心なまちづ
くりを目指し、都市基盤整備や公共交通の整備、防
災・消防機能の強化などに取り組みます。

　いかなる環境にも柔軟に対応できるよう、地域資
源を生かした産業振興に取り組みます。

　共に学び合い考える力をはぐくみながら、豊かな
人間性を培う学校教育や社会教育を推進するとと
もに、スポーツや地域文化の振興に努めます。

　「市民力･地域力」を生かし、市民との相互理解を
深めながら、協働によるまちづくりに取り組むとと
もに、自立性の高い行財政運営に努めます。

　本市の豊かな自然環境を保全・活用しながら、環
境に配慮した快適なまちづくりを進めます。

　市民が生涯を通して健康で生き生きと暮らせる
まちづくりのため、健康･増進と福祉の充実に取り
組みます。

■快適で暮らしやすいまちづくり■地域資源を活かした活力あるまちづくり

■豊かな心をはぐくむまちづくり

■市民協働のまちづくり

■恵み豊かな自然と共生するまちづくり

■個々が光り輝くまちづくり

・環境基本計画、地球温暖化防止実行計画の改
訂 

200万円 

・大気汚染悪臭防止調査等 １,799万円
・前橋こども公園整備  ３億6,350万円
・大胡足軽グラウンド・茂木公園整備  8,641万円

・膳城址公園整備  １億3,189万円
○こんにちは収集事業 483万円 
○粗大ごみ収集運搬・処分業務委託 8,600万円
○電気自動車導入補助  100万円
・CO2削減の推進  76万円

・児童文化センター再整備 ７億3,558万円  
○新富士見分館整備 1,000万円
○図書館本館及びこども図書館カウンター業務
の民間委託

4,400万円  

・きめ細かな指導の充実  １億3,008万円

・小中学校校舎・体育館等整備  17億7,079万円
・市立前橋高校グラウンド人工芝生化  １億2,000万円
・工科大整備  ５億6,235万円
○全日本小学生女子ソフトボール大会開催補助  200万円
○美術館開設事業 ７億9,877万円

○市民提案型パートナーシップ 150万円 
・地域づくり推進 2,170万円 
○法人化等大学改革推進  400万円
・市民アンケート実施  231万円

・市政情報の積極的な発信  9,101万円
・ホームページ活用 4,788万円
・市民サービスセンター等運営 6,320万円

○西部第一落合地区の土地区画整理事業 500万円
・土地区画整理事業の着実な推進 65億6,962万円
・市営住宅整備 ２億6,506万円
・汚泥処理施設建設 20億218万円
○国合同庁舎整備促進 ５億円
・道路新設改良  15億1,089万円

○駒寄スマートＩＣ整備 420万円 
・前橋駅周辺地区　前橋駅北口広場整備等　 ４億4,200万円
・西消防署整備  １億6,200万円
・消防・救急無線デジタル化整備  5,317万円
○LED防犯灯設置等補助 707万円
○多田山産業団地開発計画に伴う配水管整備 １億220万円

○食育に関する市民意識調査 206万円
○前橋高等看護学院・准看護学校建設費補助 2億5,000万円
・子ども手当支給 77億円
・低年齢児・３歳児保育補助 1億5,118万円
・妊婦健診 2億5,000万円
・特定不妊治療費助成 4,800万円

○完全給食の実施  1,001万円
・まえばしスマイルプラン策定 1,209万円
○医療的ケア支援  960万円
○粕川福祉作業所の移転新築 3,160万円  
○在宅重度障害者通所施設支援 1,245万円
・予防接種の充実 10億3,344万円 

・特別融資預託金  80億円 
・本市企業の全国PRと企業誘致促進  219万円
・雇用対策  1,195万円
・商店街空洞化対策 1,545万円
・担い手支援 4,545万円 
○戸別所得補償対策  1,379万円

○ブランド推進 300万円
○農でつなぐ地域連携推進 100万円 
○赤城山ヒルクライムの実施  500万円
○（仮称）まえばしフェスタ2011の開催 4,500万円  
・赤城山直通バス補助  500万円
・観光プロモーション 2,970万円    

平成23年度予算
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まちづくりはみんなが主役 サービスの向上を目指して 新しい本市の玄関口(イメージ図)
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